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会社員

自宅・移動時・会社、どこで被災するかわ
からないので、被災場所によってやるべき
ことが変わります。
（会社内や、家族と話しをして備えましょ
う）

人によって、場所・時間等によって
考えることや、行動が違います。
自分に合った備えをしておきましょう。

災害に備えて今からできること。
災害の備え②

防災とは必要な備蓄品を揃え、被災時の行動を前もって確認
しておくことのほかに自分の周りの人たち（自治会や学校、
会社、家族　などなど）に対して、関係性を築いておくこと
が大事です。人間関係と体を健康にしておきましょう !!

子供

高齢者

一人暮らしの方

実家から出て一人で暮らす大学生や、社会
人の方は近隣住民と顔を合わせるタイミン
グがなかなかないのも事実。近くの公園、
避難場所は押さえておきましょう。
あとは、ご近所さんに会ったら挨拶。もし
避難所生活をすることになれば、知ってい
る人がいた方がいいでしょう？

ここで言う高齢者は、ご自宅におられる方を
指しています。
もし、地震が来たら！と考えて、家の家具転
倒防止や、避難所確認が必要です。
何より、日ごろからの体力作りが大事になり
ます。今は動けているから…ではなく、これ
からも元気に健康第一を考えてください。

年齢ごとに行動範囲が違うので、それぞれ
の行動に合わせた内容を家族で話しあいま
しょう。
避難場所を確認して、一度保護者の人と一
緒に歩いて行ってみることも大切です。


